
ϞʔλόϦΤʔγϣン
2015年4݄から೔ຊࠃ಺で実͞ࢪΕたモータのޮ཰੍نにΑΓ、ࡾ相༠導モータは0.55kW以Լ、๷രܗ、ଞྗ
௨෩ܗインバータ用モータなͲをআいͯプレϛΞムޮ཰モータ（トップランφーモータ）に変ΘΓました。
ओ要なւ֎の֤ࠃ・஍Ҭでは、֤ ʑのޮ཰੍نが͋Γます。（ৄࡉは"10、"11ทࢀর）

˙プϨスτNEOギヤϞータɺϋイϙχック減速機ͷϞータバリエーシϣン

プϨϛアϜޮ཰Ϟʔλ͝࢖༻ͷ஫ҙ

●プレϛΞムޮ཰モータは࢝ಈトルク・ఀ ಈトルク（࠷大トルク）が大きいたΊ、બ定खॱやڐ容ෛՙ׳性モー
ϝント･G%2（プレストN&0）、࢝ ಈ・ఀ ਺（ϋイポχック）が、ඪ準ޮ཰モータと異܎ස度とギヤモータのෛՙࢭ
なっͯいます。（ৄࡉは#13ท、%21ทࢀর）
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ඪ४ޮ཰Ϟータ プϨϛΞムޮ཰Ϟータ
プレϛΞムޮ཰モータのブレーΩは、ै དྷのඪ準ޮ཰�
モータやインバータ用ࡾ相モータのブレーΩと੍ಈ
時のಈ作஗Ε時ؒやඪ準ブレーΩトルクなͲの特性
が異なΓます。
特にط設඼からのަ׵時にはブレーΩにΑるఀࢭ位
置がͣΕる͜とが͋Γ、ブレーΩの੍ಈճ࿏やイン
バータۦಈに͓͚るブレーΩ੍ಈの੍ޚ信߸タイ���
ϛングのݟ௚しがඞ要になる場߹が͋Γます。

プレϛΞムޮ཰モータは、ै དྷのඪ準ޮ཰モータと特性が異なΓます。�
特にط設඼からのަ׵時には、ಈྗやपล機ثのݟ௚しがඞ要です。

ඪ準ޮ཰モータとಉ༷に͝使用できますが、インバータのパラϝータ（定֨電ྲྀ஋なͲ）は異なΓます。
インバータはͦのまま͝使用する場߹は、インバータのパラϝータを、׵設඼をプレϛΞムޮ཰モータにަط
変ߋするඞ要が͋Γます。

プレϛΞムޮ཰モータは

●ൃੜ損ࣦを཈͑ͯいるたΊ、ै དྷのඪ準ޮ཰モータΑΓ΋ճస速度が速 な͘Γます。
ɹӡస速度を上͛らΕない用్の場߹、モータճస਺の૿Ճに൐͏ݮ速ൺの࠶検౼がඞ要となΓます。

●ճస速度が速 な͘る と͜にΑっͯ、ෛՙトルクがඪ準ޮ཰モータとಉ͡または૿Ճする場߹は、モータग़ྗ΋
૿Ճします。

ɹෛՙ৚݅にΑっͯは、ඪ準ޮ཰モータΑΓ΋ফඅ電ྗが૿ る͑ と͜が͋Γます。

●ಔ損௿ݮのたΊモータのר線఍߅を௿ し͓ͯ͘Γ、࢝ ಈ電 ・ྲྀ࢝ ಈトルク・ఀ ಈトルク（࠷大トルク）が
ɹඪ準ޮ཰モータに対しͯ૿Ճします。

●ブレーカなͲのपล機ثの変ߋがඞ要になる場߹が͋Γます。

●ඪ準ޮ཰モータΑΓ定֨電ྲྀ஋が高いたΊ、電ࢠサーϚルの設定஋を変ߋするඞ要が͋Γます。

インόʔλۦಈͷ৔߹
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ඪ४ޮ཰Ϟータ プϨϛΞムޮ཰Ϟータ

●ඪ準ޮ཰モータ用のトルクブースト設定஋では、௿速ӡస時に電ྲྀがྲྀΕす͗る と͜が͋Γます。
ɹ電ྲྀがա大にྲྀΕる場߹は設定஋をԼ͛ͯͩ͘ ͞い。

●ギヤモータをަޙ׵、Φートνϡーχングをߦっͯͩ͘ ͞い。
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モータ容量ɹ2.2kW
電源電ѹɹ200V�60H[

A�




